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いなどと言われているが、その原因の一つは上の例文のように「ソウダJ や「ラシイ J な
どの助動詞が日本人の会話あるいは文章に頻繁に出ているからかもしれない。乙の点を確
かめるためにこのレポートでは、モダリティー表現の推量の言い方について考察しようと






(I) 表現である。それを踏まえて推量助動調「ラシイ」、 「ヨウダJ 、 「カモシレナ
イ J 、 「ニチガイナイ j について個々別々の特徴と使い方を詳しく見てみよう。
1. fラシイj










































見たような「ラシイ j の働きが発揮される。それで話者は人伝に聞いたζ とから、 「東京























寺村秀夫（ 1989 ）によれば、 「ヨウダ」は「視覚、聴覚、その他の感覚により得た
情報、あるいは周囲の状況も考慮に入れて推量した結果」だという。 「ラシイ J が何か明
確な裏付けがあって推量するという働きをもつのに対し、 「ヨウダ」はさらに主観的、個



























































































し出す意識に支えられていることは、上の「ダロウ j を、たとえば、 「ラシイ J とか「ヨ
















手が自分の推測を 1 0 0 パーセントの事実だと信じては困るというようにほのめかしてい





















⑪A ：「明日、海に行きましょう！ J 





















「～に相違ナイ J の方が、 「～ニチガイナイ j より形式的だが、両方とも同じく話者が
あるものや事柄をほぼ 1 0 0 パーセントに近い割合で信じている場合に使用する。ほかの









にちがいないJ と判断している。もし「～カモシレナイ J や「ダロウJ などに言い換える


























笠巳主ど。 （傍点ママ） （『日本人の論理構造』 坂板元）
6. 『ラシイ』、 fヨウダj ‘ 「～カモシレナイ j 、 『～ニチガイナイ』と「タj の関連
次に推量助動詞と時との関わりについて考えてみよう。
ア． 「ラシイ j




るらしかった。 (ff ドン松五郎の生活』 井上ひさし）
































































































に対する殺意は、 ζ うして生じたのだ。 （『張込み』の「顔J 松本清張）
近藤泰弘の「ムードJ によれば、 「推量J である「カモシレナイ」は過去型がないとさ
れているようだが、しかし⑫と⑮のような例を見れば、 「カモシレナカッタ」も使われて
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